
 

★石川県能登半島地震義援金を受け付けます。 
 

３月２５日に発生した石川県能登半島地震により被

災された方々に対しまして、お見舞い申し上げます。  

ついては、当協会関係者を対象に同地震に対するお見

舞いとしての義援金を下記にて受付けます。 

この義援金は、前回同様に日本赤十字社へ寄付する

予定ですので、皆様のご協力をお願い申し上げます。 

なお、石川県能登地区の青年部に対しましては『お

墓と地震と地盤』本の寄贈を第４回理事会にて確認し

ましたので、ご報告致します。（会長：井口健二） 

 

 

★第４回「お墓ディレクター検定試験」合格者を発表しました! 

―１級合格者は７４人・２級合格者は４６５人 
 

２月６日（火）全国６会場（札幌、仙台、東京、大阪、高松、福岡）

で実施しました第４回「お墓ディレクター検定試験」の合否発表が 

３月２９日にありました。今回は１級、２級の同時発表で、 

１級合格者は７４人（受検者は２６８人）、 

２級合格者は４６５人（受検者は４８３名）となりました。 

１級合格者の皆様は「お墓ディレクター１級」取得者としての自覚と

更なるレベルの向上、２級合格者の皆様は「お墓ディレクター１級」取

得を目指して、さらに勉強を進めてください。残念ながら不合格となっ

た皆様は、次回第５回へ向けて今から受検対策をして下さいます様お願

い申し上げます。 

「お墓ディレクター」の名称使用、ＩＤカードの使用方法についてはお墓ディレクターホームページの「お墓

ディレクター名称使用上の注意」（http://www.japan-stone.org/ohaka/termofuse.html）をご覧願います。 

なお、第４回の１級合格者を含め、全１級取得者の皆様を対象に、「お墓ディレクター１級取得者勉強会」を、

あじストーンフェア２００７（香川県高松市）にて開催致します。詳細は下記のとおりです。奮ってご参加下さ

います様お願い申し上げます。            （お墓ディレクター特別委員会委員長：山口康二） 

※勉強会受講対象者には、後日、ご案内並びに申込み書を送付いたします。 
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石川県七尾市内にある町営墓地の様子 

 
 

受付期間：４月５日～４月３０日まで 

三菱東京ＵＦＪ銀行 神田駅前支店 

口座番号:普通 １０３６１９７ 

口座名義：日本石材産業協会基金 会長 井口健二 

1口：1000円、何口でも結構です。 
 

 

 

～ 「お墓ディレクター１級取得者勉強会」概要 ～ 
 

日 時：２００７年６月９日（土）１４：００～１６：００ 

   （あじストーンフェア２００７開催期間中） 

会 場：サンメッセ香川２Ｆ会議室（香川県高松市林町２２１７－１） 

参加費：１，０００円 

内 容：講師／太田元氏（石産協副会長、㈲太田秀雄石材店社長）…４５分 

瀬戸内海石材（庵治石、青木石、大島石など）の歴史 

        特徴、現在の採石状況について 

    講師／講師依頼中（地域密着型経営の方）…４５分 

        国産墓石の販売方法、および経営戦略について 

  テーブルディスカッション「お墓ディレクターの資格活用について」…３０分 
※勉強会内容は、当日変更する場合がございますので、あらかじめご了承ください。 

問合せ先：日本石材産業協会 事務局（担当：星野） 
 

 
 

 

お墓ディレクター１級ＩＤカード（見本） 

 

太田元氏 

 



★「日中石材業界サミット」が開催されました。（中国・厦門市） 
 

３月１０日(土)、厦門国際展示場会議室において日中

の石材関係者による「日中石材業界サミット会議」が開

催されました。中国側の呼びかけにより、日本石材産業

協会(井口会長)と中国石材工業協会(邵会長)、厦門石材

市商会(許会長)などの共催で、オブザーバーを含め総勢

約６０人の参加者により開催しました。 

サミット会議はテーマを「日中石材業界の共存共生」

とし、当面の問題として①価格問題、②品質問題、その

他の問題を話し合いました。①価格問題は、昨年中国の

石材業者９団体による「石材製品価格調整の提議書」の

説明と日本側への理解を求める事から話し合いが行われ

ました。②品質問題については、日本側の意見として、

価格を値上げするには、品質を向上させ安定した製品を

提供すれば値上げも理解できるが、価格問題や、品質問

題も、中国側の個々の加工業者と日本側の相互理解が大切との意見でした。 

 ついで、双方の参加者一人ひとりの意見を聞きながら、日中の石材業界が共存共生する方向を目指し次回の開

催を誓って散会致しました。 

中国側の招待により晩餐会が開催され、さらに共生の話し合いが尽きませんでした。    （専務：中江勁） 

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 
 

２００６年度第４回理事会報告【 ２００７年３月２８日(水)上野・東京文化会館】 
審議事項                                   

①入会希望者承認について………９社 ――――――――――→ 承認 

退会者承認について…………１０社 ――――――――――→ 承認 

②2006年度補正収支予算案について―→承認 
③2006年度各事業報告、各収支報告について―→承認  
・近畿北陸地区全体会議事業報告並びに収支報告案について―→承認 
④基準策定委員会事業（案）（07年）について―→承認           

  ⑤委員長人事案について                       
・社団化推進委員会 委員長交代…戸高健司氏（埼玉県支部）承認 

  ⑥「日本石材産業協会 年次大会 2007」事業企画案について―→承認 
⑦「お墓ディレクター1級取得者勉強会」について―→承認 
⑧後援・協賛依頼について 
・次世代ネットワーク委員会より 

     埼玉県石材業協会青年部 10周年 開催日：5月 21日（月）場所：プリランテ武蔵野（さいたま新都心駅）―→承認 
・日本ＪＣ石材部会 開催日：8月 26日（日）東京お台場海浜公園―→名称使用のみ承認 

協議事項 
①2007年度収支予算案・各事業案について                              
・07年組織図案 ・一般会計収支予算書案  
・広報費について ・各委員会事業案並びに予算案   
・各部会事業案並びに予算案 ・各地区会議開催案（主に日程）  
・年間スケジュール案 
②社団化推進中間報告について 
③トレーサビリティ証明書について 
④臨時総会開催について   
 ⑤支部設立（支部内会員数）について  
報告事項 
①「公益法人制度改革の概要の紹介と今後の指針」について 
…説明：戸部顧問弁護士より 

②第４回お墓ディレクター検定試験並びに更新制度について 
③2006年度補助事業について（報告書） 
④「日中石材産業サミット」について 
⑤年会費未納者について 
⑥各委員会、各部会、各地区、各支部報告他 

入会者 

青森県：堤石材㈱ 

千葉県：結縄石材 

山梨県：羽中田石材 

大阪府：㈱ミチヒロ、川手石材店 

兵庫県：㈱岡崎石材店 

岡山県：㈱グローバル・ストーン 

広島県：呉石材（合資） 

長崎県：くちのつ石材 

 ［合計９社］

 

 
 

日中石材業界サミットの様子 

 

2006年度も 3月で終わり、4月より 2007年度がスタート。桜満開の上野の地で 28日理事会を 
朝から 1日中開催し、各事業報告や新事業計画について、理事の皆様の業界を想う春の陽気に 
負けない「熱い議論」を交わし 2006年度が終わりました。新年度は、そんな熱い気持ちのまま 
スタートし、初めて行う年次大会に向けて、邁進します。 
「思う事」 
消費者から見た業界、業界が考える業界、まだまだ、格差があり、そのことが消費者側から 
見ると閉鎖的に見え、信頼が得られないのかと思う事が多々あるのは何故ですか・・・・・・？ 
 

 

 

３月３０日現在の会員数 

 

正会員 … １００６名 

準会員 …   ３７名 

計 … １０４３名 

 

 

◎事務局便り 


